
総合戦略で設定する基本目標に対する数値目標の進捗状況

目標 基準値 目標値
令和４年度末

時点
目標変更の場合、その理由

（１）工業統計における従業者4人以上の事業所の年
間製造品出荷額等

12,550億円
（Ｈ28年）

15,475億円
（R6年）

13,509億円
（R２年度）

（２）富山市内における雇用保険被保険者数
173,796人

（H30年度）
174,000人
（R6年度）

172,424人
（R4年度）

（３）富山市内における正社員の有効求人倍率
1.51倍

（H30年度）
1.51倍

（R6年度）
1.32

（R4年度）

目標 基準値 目標値 令和４年度末時点 目標変更の場合、その理由

（１）人口の社会増［転入-転出］
　※「富山県の人口」（富山県）

4,014人
（H26～30年度）

2,500人
（R2～R6年度）

42人
（R2～R4年度）

（２）マルチハビテーションの推進
2件

（30年度）
10件

（R2～R6年度）
2件

（R2～R4年度）

（３）交流人口（観光客入込数）
798万人

（H30年度）
821万人

（R6年度）
506万人

（R4年度）

（４）県内大学卒業生の県内就職率
43.5%

（H30年度）
50%

（R4年度（暫定））
45.38％

（R3年度）

（５）県内高校出身の県外大学生のUターン就職率
58.4%

（H30年度）
60%

（R4年度（暫定））
57.9％

（R2年度）

目標 基準値 目標値 令和４年度末時点 目標変更の場合、その理由

（１）合計特殊出生率
1.55

（H30年）
1.57

（R6年）
1.43

（R3年）

（２）現在の健康状態について健康であると感じてい
る市民の割合
※「健康づくりに関する市民意識調査」

81.1%
（H28年度）

80.3%以上
（R6年度）

80.3%
(R3年度）

（３）健康な高齢者の割合
（６５歳以上の高齢者で、介護保険の要支援・要介護
認定を受けていない人の割合）

前期高齢者：95.7％
後期高齢者：66.6％

(H30年度)

前期高齢者：96％以上維持
後期高齢者：66％以上維持

(R3年度（暫定））

前期高齢者：95.6％
後期高齢者：67.2％

（R4年度）

（４）保育ニーズの充足
待機児童ゼロ

（R元年度）
待機児童ゼロ

（R2～R6年度）
待機児童ゼロ
（R2～4年度）

目標 基準値 目標値 令和４年度末時点 目標変更の場合、その理由

（１）沿線居住（公共交通が便利な地域に住む）人口
の割合

38.8%
(R元年度）

41.5%
（R6年度）

39.9%
（R4年度）

（２）中心市街地における人口の社会増［転入-転出］
74人/年

（H18～H27年度平
均）

370人
（R2～R6年度）

567人
（R2～R4年度）

（３）公共交通１日平均利用者数の富山市人口あたり
の割合

15.7％
（H30年度）

15.8％
（R6年度）

14.5%
（R4年度）

（４）富山駅周辺地区の歩行者数　※「歩行者通行量
調査」（富山市・富山商工会議所）

①平日：38,924人/日
②日曜：30,420人/日

（H26年度）

①平日：40,000人/日
②日曜：32,000人/日

（R3年度）

①平日：24,527人/日
②日曜：23,969人/日

（R4年度）

（５）総曲輪通りの歩行者数　※「歩行者通行量調
査」（富山市・富山商工会議所）

日曜：25,300人/日
（H30年度）

日曜
3,500人程度の増加

（R2～6年度）
2,032人の減少

（R4年度：23,268人/日）

（６）エネルギー効率の改善ペース （エネルギー消費
量の削減割合）

0.5％
（Ｈ27年度）

1.1％
（R4年度）

1.6%
(R2年度)

【基本目標１】産業活力の向上により、安定した雇用を創出する　～地方の中核を担う都市として躍動するまち～

【基本目標２】交流・定住を促進し、富山市への新しい人の流れをつくる　～選ばれるまち～

【基本目標３】生活環境の一層の充実を図る　～すべての世代が安心して暮らせるまち～

【基本目標４】持続可能な都市経営・まちづくりを推進する　～公共交通を軸としたコンパクトなまち～

資料４


